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新型コロナウイルス等の
感染対策のお知らせ
新型コロナウイルス等の
感染対策のお知らせ

新型コロナウイルス等の院内感染を防止するため、当院を
ご利用される全ての皆さまへご協力をお願いいたします。
◎来院される皆さまへのお願い

◎発熱等ある方の外来受診について
　まずお電話でお問い合わせをお願い致します。
連絡先：0545-52-0780 （平日：9時～12時／第2･4土曜日：9時～10時）
◎当院は現在、ご面会を全面禁止とさせていただいております。

7月21日現在の情報です。
今後の状況によっては変更の可能性があります。
ご来院の際は、当院ホームページ等で
ご確認いただきますよう、ご協力お願いします。
病院ホームページ
http://www.seirei.or.jp/rel/fuji/guidance/298.html

医師
作業療法士 診療放射線技師

薬剤師 看護師（外来・手術室・病棟）

　5月以降も当院の眼科は診療体制を整えております。
月曜から金曜まで午前に診療を行っております。
目に関する事で気になることがございましたら、
お気軽にご相談下さい。

詳細は外来担当医を
ご覧下さい

月曜
尾花医師

笹野医師 笹野医師

野間医師 朝岡医師
火曜

木曜 金曜

水曜

Japan Radiology Congress 
（日本ラジオロジー協会）
2022に参加しました

　JRCは、日本医学放射線学会総会、日本放射線技術
学会総会学術大会、日本医学物理学会学術大会の3
学会と国際医用画像総合展からなる毎春恒例の日本
最大級の学術イベントです。JRC2022は、4月14～17
日の四日間、パシフィコ横浜で開催されました。今年は
聖隷富士病院から塩谷医師、冨永技師、藤井技師の3
名が参加しました(写真1)。
　機器展示ホールのシーメンスヘルスケア株式会社の
ブースでは、2021年5月に当院に導入されたCT装置
(SOMATOM go.Top)で撮影された心臓CT画像が
大型モニター上に掲示されており(写真2)、多くの来場
者が閲覧していました。当院は心臓CT検査を静岡県で
2番目に多く実施しており、それに比例するような質の
高い画像も提供しています。そのため、シーメンス社か
ら‘全国の病院にCT装置性能をアピールするため、聖
隷富士病院の心臓CT画像をお借りしたい’との申し入
れがあり、それらが展示場で掲示されました。当院に
とっても非常に名誉なことでした。
　放射線課は、今後も学会や研究会に積極的に参加し
て最先端知識を貪欲に吸収し、画像診断装置の性能
を最大限に発揮させて、皆様に質の高い検査を提供し
ます。 ＜文責：放射線課＞

(写真 1) 冨永技師（左）と藤井技師（右）
＠ 機器展示 ホールのシーメンス社ブース

(写真 2) 掲示 された当院の 心臓 CT 画像

＜文責：事務長 新宮 恵介＞

1. マスクの着用（不織布マスクのみ）
※布マスク・ウレタンマスク不可

２． 手指消毒

３． 玄関の検温器にて体温の計測

富士市  特定健診（国保／後期）・がん検診
予約受付中です！

富士市  特定健診（国保／後期）・がん検診
予約受付中です！

健康診断・PCR検査のお問い合わせは
健診事業室まで

注意事項
・無症状の方が対象となります。
・だ液の採取が困難な場合は検査ができない場合があります。
・検体提出時のＰＣＲ検査による陰性/陽性をお調べする検査となります。
・陰性証明書があっても隔離が必要な場合もあります。
・証明書は当院所定の書式のみとなります。
・提出いただく検体は、申し込み者様本人の検体として取り扱います。

※人間ドック・脳ドックも予約可能です。※人間ドック・脳ドックも予約可能です。

新型コロナウイルスPCR検査行っております。

唾液検体採取によるPCR検査

３０，０００円 /人（税込）

唾液検体採取によるPCR検査

３０，０００円 /人（税込）

検査方法

検査料金
 (証明書含む ）
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各科外来担当医一覧表
2022年8月1日現在

内　科

リウマチ
膠原病科

脳神経外科

循環器科

乳腺外来

整形外科

泌尿器科

※1 眼  科

※1 小児科

皮膚科

外　科

午前

午前

芹澤
馬場(一般/肝臓)

藤原
清水（診察10:00開始）

※山田 （予約制）

※山田 （予約制）

富樫

小里

松原(受付11:00まで)

※１ 杉浦

※2  杉浦 ※2  杉浦

※１ 遠藤

遠藤

※１ 杉浦

尾花
(診察9:30開始)

野間
(診察9:30開始) 朝岡

松原

京極 京極 京極 京極 京極 京極（第2・4）

※2 京極(受付17:00まで) ※2 京極(受付17:00まで)京極(受付16時まで)
ワクチン接種(受付16時～17時)

京極(受付16時まで)
ワクチン接種(受付16時～17時)

京極(受付16時まで)
ワクチン接種(受付16時～17時)

※１ 福塚（予約制）
※２ 佐々木（第2・4 脊椎外来）
                  福本

福本

※1 福塚（予約制）
※4 布田

※1 餌取

※1 福塚（予約制） ※1 福塚（予約制）

笹野
(診察9:30開始)

笹野
(診察9:30開始)

※6 下肢専門外来
（一般整形不可）

神田（第2・4）

岩田
※5 渡邊（脊椎外来・初再診15時まで）

小里

小里

瀬戸口（受付１１：００まで）

瀬戸口（受付１５：３０まで）

※芹澤(予約制)

原（受付１１：００まで） 稲葉

稲葉

齋藤

齋藤

原（予約制）

※1 富樫
（初診・紹介患者のみ）

藤林
（不整脈外来）（予約制）
※1富樫（初診・紹介患者のみ）

富樫 富樫 松井 ※2 富樫
丹原

第2・4 (予約のみ)
富樫

第2・4（初診・紹介患者のみ）

※第2・4交替制
(受付11:00まで)

梶本梶本富樫

※山田 （予約制） ※山田 （初診）

　※小野

※山田 （予約制）

渡邉

※山田 （予約制）

※山田 （予約制）

馬場(一般/肝臓)
清水（受付13:30まで)

※１ 源馬医師の診察は第2・4水曜日のみ　※２ 岡田医師・奥村医師・芹澤医師の交替制　※３ 渡邉医師の診察は第4土曜日のみ（第2へ変更の場合有り）　※４ 第3水曜日の受付は15時まで　※５ 診察時間15時～16時　◎禁煙外来は現在休止しております

※予約外の再診については要相談

※受付時間：12時～15時（診察開始時間：13時）

奥村
馬場(肝臓)
藤原

奥村
芹澤

依馬（腎臓）
藤原

馬場(一般/肝臓)
野村(呼吸器)

芹澤（予約のみ）
※１ 源馬（糖尿・内分泌）
(診察10:00開始)（予約のみ）

武田
石黒（腎臓）

※４ 奥村
野村(呼吸器)

武田
※５ 依馬
(予約制)

奥村
芹澤
藤原

※２ 交替制（第2)
平野（第4）

※３ 渡邉(アレルギー外来)

武田

午後

午前
午後

午前
午後

午前
午後

午前
午後

午前
午後

午前
午後

午前
午後

午後

午前

午後

午後

◎初診・紹介患者でも午前中の受診、梶本医師の受診は可能です　※１ カテーテル検査・治療のため、長時間お待たせしてしまう場合があります。受診を希望される方は、お手数ですが事前にお問い合わせ下さい。　※２ 第4金曜日は休診

※第2土曜日は瀬戸口医師　第4土曜日は稲葉医師（偶数月）、原医師（奇数月）

※１ 当院他科受診中で整形初診の方は要相談　※２ 10時30分診療開始・一般整形不可　※３ 初再診受付10時30分まで　※４ 初再診受付は11時まで　※５ 月に一度、休診日有り（不定期）・一般整形不可 ※６ 森医師・鈴木医師の交替制

※１ 原則予約制のため、受診希望の方はお電話にてお問合せ下さい 尚、電話予約は新患の方でも可能です　※2  火・木曜日午後の14時～15時は乳幼児健診・予防接種のみ  火・木曜日の受付時間は17時まで行ないます　◎通常診療時間内でのワクチン接種は行ないませんのでご注意下さい

※第１・第5水曜日は休診

※１ 初診受付は11時まで、再診受付は11時30分まで

※1 受付時間：8時～11時

※1 診察9：30開始　※2 15時30分受付終了

午前　８：００～午前１１：３０　（診察開始時刻　９：００） ※一部の診療科を除く
午後 １３：００～午後1６：００　（診察開始時刻 １４：００） ※一部の診療科を除く

受　付
時　間 日曜・祝日・第１・３・５・土曜日

【休診日】

※１ 福塚（予約制）
※3 岩田

蛋白尿の大切なお話蛋白尿の大切なお話
　腎臓には老廃物を排出するだけではなく、さまざまな役割があります。そのため、腎機能
が悪化すると、さまざまな症状が出現します。末期腎不全（腎臓の機能がほとんど働いてい
ない状態のこと）となると、透析療法が必要となります。
　腎臓の病態は、大きく分けて2つあり、尿検査と血液検査で判断します。尿検査では、蛋白
尿（尿中に基準値以上の蛋白が含まれている状態）、血尿（尿中に血液が混じっている状態）
があるかどうかを評価します。血液検査では、「血清クレアチニン」、「尿素窒素」、「eGFR」と
いう値を評価します。
　蛋白尿には「生理的蛋白尿」と「病的蛋白尿」があります。生理的蛋白尿は発熱や運動後に
みられます。病的蛋白尿には、「糸球体性、「尿細管性」、「溢流性」といった原因があります。糸
球体は、1つの腎臓に約100万個あり、血液中の老廃物などをろ過する働きをします。糸球体
でろ過された尿は、健常な方で1日に約150Lほどです。そのうち必要な水分やミネラルなど
を、尿細管から体に戻しています。健常であれば尿中にほとんど蛋白は排出されませんが、
糸球体や尿細管が障害を受けると、尿のなかに蛋白が出現します。溢流性蛋白尿の場合は、
多発性骨髄腫などが鑑別として挙げられます。
　糸球体性蛋白尿は、進行するとネフローゼ症候群と呼ばれるものになります。血尿の有無
とともに、腎生検という腎臓の組織を採取した検査で診断します。一概には言えませんが、
腎生検の結果によっては、ステロイド治療や免疫抑制薬などの治療を行うことで、透析とな
る時期を遅らせたり、透析療法が不要となる場合もあります。その診断は一般的に早ければ
早いほど、治療効果があると言われます。
　健康診断などで蛋白尿や血尿の異常を指摘されることも多く、早期発見の手がかりとし
てきわめて重要です。異常でない蛋白尿もありますが、指摘された場合には、早めに是非医
療機関を受診して下さい。 ＜文責：内科副部長・武田尚一郎＞
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